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R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 第７回］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→トップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます

甲
賀
の
歴
史
、特
に
そ
の
中
世
に
つ
い
て

考
え
る
と
き
、「
甲
賀
五
十
三
家
」や「
二
十
一

家
」と
い
う
こ
と
が
常
に
語
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
五
十
三
家
と
は
旧
甲
賀
郡
域
の
各
地
に

成
長
し
た
土
豪
で
、室
町
時
代
の
長
ち
ょ
う

享き
ょ
う

元

（
一
四
八
七
）年
に
起
こ
っ
た
将
軍
足あ
し

利か
が

義よ
し

尚ひ
さ

に
よ
る
六
角
征
伐
に
お
い
て
、六
角
方
と
し

て
鉤ま
が
りの
陣
に
夜
襲
を
か
け
た
家
々
と
さ
れ
、

こ
の
う
ち
特
に
大
き
な
戦
功
を
あ
げ
た
家
を

二
十
一
家
と
い
い
、こ
れ
ら
の
諸
家
の
存
在
を

前
提
に
地
域
史
を
考
え
る
と
い
う
の
が
、江

戸
時
代
以
来
と
く
に「
甲
賀
武
士
」の
顕
彰
に

努
め
た
大
正
十
五
年
刊
行
の『
甲
賀
郡
志
』以

降
、郷
土
研
究
の
定
石
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
市
史
中
世
編
で
は
、こ
れ
ま
で
の

定
石
に
と
ら
わ
れ
ず
、ま
ず
は
同
時
代
の
史

料
か
ら
甲
賀
の
武
士
の
動
向
を
見
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
す
る
と
、た
し
か
に
二
十
一
家
に

該
当
す
る
諸
家
は
そ
の
動
き
や
子
孫
の
系
譜

な
ど
が
追
え
る
の
に
対
し
て
、こ
れ
を
除
く

家
々
に
つ
い
て
は
、史
料
の
不
足
も
あ
っ
て
具

体
的
な
動
向
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
も
そ
も
五
十
三
家
や
二
十
一
家
と
い
う

考
え
方
は
、江
戸
時
代
に
そ
の
末
裔（
甲
賀
古

士
）た
ち
が
書
き
記
し
た
由
緒
書
に
現
れ
る

も
の
で
、そ
の
全
て
を
史
実
と
し
て
よ
い
か

ど
う
か
は
検
討
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。 

は

た
し
て
彼
ら
は「
実
在
」し
た
の
で
し
ょ
う

か
。歴

史
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
早
く
か

ら
彼
ら
土
豪・地
侍
が
、あ
る
い
は
そ
の
末
裔

た
ち
が
地
域
の
歴
史
さ
ら
に
は
日
本
の
歴
史

に
果
た
し
た
役
割
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、甲
賀
で
は
そ
れ
が
五
十
三
家
や

二
十
一
家
と
な
り
、そ
の
活
躍
を
通
し
て
歴

史
を
描
い
て
き
ま
し
た
。
甲
賀
を
象
徴
す
る

土
豪
た
ち
に
つ
い
て
、次
回
も
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
市
史
販
売
場
所
】　

〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ・山
田

書
店・TSU
TAYA

さ
ん
ぽ
う
ど
ー・
水
口

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ
い
の
土
山・
新

名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所・土
山

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店・信
楽
伝
統
産
業

会
館・信
楽
中
央
公
民
館

※
予
約
申
込
の
方
は
指
定
の
施
設
で
お
引
き

換
え
く
だ
さ
い
。

「
甲
賀
五
十
三
家
」は

実
在
し
た
か
？

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

　稲刈り後の田んぼに、たくさんの赤とんぼ（アキアカネや
ナツアカネといったアカネ属のトンボ）が飛ぶ風景は、水田
の多い日本では、日常のように思われます。
　しかし、「水田に立てば、周囲に数千〜数万の赤とんぼが
目撃できた」という約50年前の北陸の穀倉地帯の記録や、
近年の全国の調査結果からは、田んぼの赤とんぼが減った
という報告が相次ぎます。
　滋賀県内や甲賀市でも、赤とんぼが秋の田んぼ
に群れる風景は限られる傾向です。例えば、マイ
コアカネという赤とんぼは、約５年前から激減
し、レッドリストに掲載される可能性がありま
す。
　赤とんぼ減少の理由は、農薬説、圃場整備説な
どありますが、明らかではなく、大学や国、各自治
体の研究機関が調査中です。
　ただ、市内の一部地域では、現在も驚くほどの

赤とんぼが羽化する田んぼがいくつか確認できます。おそ
らく、現在の一般的な田んぼの環境が、赤とんぼが住み難い
環境になったのでしょう。
　さて、夏休み頃に、田んぼの上に群れるオレンジ色のトン
ボがいますが、これはウスバキトンボです。毎春、東南アジ
アから渡ってきて、夏の田んぼで生活し、晩秋には死に絶え
る熱帯のトンボです。
　自然館では、この秋、市内の赤とんぼを調査中です。関心
のある方はご連絡ください。

田んぼの赤とんぼ

みなくち子どもの森自然館　☎63-6712　Fax63-0466問い合わせ

5名がねんりんピックへ
（第25回全国健康福祉祭宮城・仙台大会）

　
「
浄
化
槽
の
日
」は
、浄
化
槽
に
関
す
る
法
律
の「
浄
化
槽
法
」が
、昭

和
60
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、昭
和
62
年
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
施
設
な

の
で
、微
生
物
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
保
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、浄
化
槽
法
に
よ
り
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
◆
保
守
点
検

　
機
器
類
の
点
検・
調
整
や
消
毒
剤
の
補
給
等
を
行
い
、異
常
や
故
障
な

ど
を
早
期
に
発
見
し
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

◆
清　
掃

　
浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜
き
取
り
、付
属
装
置
や
機
器
類

の
洗
浄
や
清
掃
を
行
う
こ
と
。

　

◆
法
定
検
査

　
公
共
用
水
域
の
汚
染
等
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、浄
化
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、毎
年
一
回
水

質
に
関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
保
守
点
検・清
掃・法
定
検
査
は
浄
化
槽
管
理
者（
浄
化
槽
を

設
置
し
、使
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
）が
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、下
水
道
へ
の
接
続
等
で
浄
化
槽
を
廃
止
し
た
と
き
は
、30
日
以

内
に
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
は
下
水
道
課
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
加
者　

●
ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
《
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
》

　
　
加か

耒く　
　
保た
も
つさ
ん（
甲
南
町
）

　
　
加か

耒く　
和か
ず
子こ

さ
ん（
甲
南
町
）

　
《
サ
ッ
カ
ー
》

　
　
井い

用よ
う　
敏と
し
昭あ
き
さ
ん（
甲
賀
町
）

　
《
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
》

　
　
平ひ
ら
岡お
か　
正ま
さ
巳み

さ
ん（
土
山
町
）

●
美
術
部
門

　
《
日
本
画・水
墨
画
》

　
　
森も
り
田た

ゑ
み
子
さ
ん（
甲
南
町
）

　

第
25
回「
全
国
健
康
福
祉
祭
」

（
愛
称：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）が
宮

城
県
内
の
13
市
町
を
会
場
に
10
月

13
日
か
ら
16
日
の
４
日
間
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

60
歳
以
上
の
方
々
を
中
心
に
、

卓
球
、囲
碁
、俳
句
な
ど
の
交
流
大

会
や
、美
術
展
、音
楽
文
化
祭
が
行

わ
れ
、地
域
や
世
代
を
超
え
て
参

加
者
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
大
会
に
甲
賀
市
か
ら
５
名

が
参
加
さ
れ
ま
す
。
参
加
さ
れ
る

方
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」 

ー 
参
加
者
募
集 

ー

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」は
、初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
さ
れ
た

お
母
さ
ん
を
対
象
に
、少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
子
育
て
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
を
学
び
あ
っ
た
り
、赤
ち
ゃ
ん
と
の
絆
を
深
め
た

り
、子
育
て
仲
間
が
つ
な
が
れ
る
よ
う
な
内
容
で
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
か
直
接
ご
来
所

く
だ
さ
い
。

●
日　
時
／
11
月
1
日（
木
）、8
日（
木
）、15
日（
木
）、22
日（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
ま
で（
全
４
回
）

●
場　
所
／
甲
南
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

（
甲
南
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対　
象
／�

市
内
在
住
で
、平
成
24
年
4
月
～
平
成
24
年
8
月
生
ま
れ

の
乳
児
と
お
母
さ
ん（
第
1
子
に
限
る
）

●
定　
員
／
10
組

●
参
加
費
／
８
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
持
ち
物
／�

赤
ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ・タ
オ
ル・ミ
ル
ク（
必
要
な
方
）な
ど

●
そ
の
他
／�

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
締　
切
／
10
月
17
日（
水
）

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

　
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
水
口 

☎
６
５
‐
５
５
１
１　
　
甲
南 

☎
８
６
‐
０
９
４
９

　
　
土
山 

☎
６
６
‐
０
３
７
５　
　
信
楽 

☎
８
２
‐
２
７
９
９

　
　
甲
賀 

☎
８
８
‐
８
１
１
５　

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課　
計
画
普
及
係

　
☎
８
６
‐
８
０
１
２　
Fax
８
６
‐
８
３
９
０

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

▲アキアカネ ▲ナツアカネ　
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